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要旨 

本稿では、最終財の独占企業が他の最終財企業に無償の技術供与（以下技術供与という）を

した場合の効果の分析を行った。最終財企業と中間財企業を考え、技術供与により、他の最

終財企業が参入し、最終財市場が 2 社寡占に変わるというモデル等で考えると、中間財企

業の参入企業数の増加により費用効率が上がるので、技術供与により、既存の最終財企業の

利潤が増加する可能性があり、独占企業が技術供与をした場合の効果が判明した。 
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